自然体験交流センター　活動展開例
	№

Ⅰ-１
	活動名
	自然学習
	対　　象
	小学校
中学年以上
	活動可能人数
	80人

	
	
	
	所要時間
	150分程度
	活動場所
	施設周辺の林間、他

	準備物
	個　人・学　校
	セ　　ン　　タ　　ー

	
	筆記用具・タオル・帽子
飲み物・ナップザック等
服装は長袖・長ズボンが適当
	探検ボード・救急セット


	活　　動　　内　　容
	時間

（分）
	留　　意　　点

	１　自然学習のねらいや内容を知る。
※目的をもって活動に取り組めるようにする。
　◇ねらいとして考えられること
　（１）がっこ山自然学習

①植物の観察
②樹木の観察
③野鳥や生き物の生態

　　　④人間と自然の関わり　

　（２）水生生物観察
　　　①水生生物と環境
②水生生物の生態

２　自然学習の開始
　（１）がっこ山自然学習（往復150分程度）
　　　・センターを出発し、がっこ山を１周してからまたセンターまで戻る。その間に様々な説明を聞く。
（２）水生生物観察（160分程度）
①水生生物の特徴について説明を聞く。
　　　②水生生物を採集する。（せせらぎ公園下の黒川）
※採集終了後着替えや足洗い。
③採集した水生生物の分類をする。
※種類別にピンセットで小皿に分類する。

　　　④指標生物についてまとめ、感想を発表する。
　　　⑤後片付け　採取した生物は川に戻す。
３　ワークシートをもとに、観察の記録や感想をまとめる。
４　活動の振り返りをする。
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	○ウルシやへび、蜂などの安全面における注意をする。

○メモは、各自説明を聞きながら記入する。
○色々な自然に興味を持って観察ができるように励ましの助言をする。

○気づいたことを振り返りさせる。
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